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～在宅医療・介護のシームレスな連携を目指して～ 

必要な診療所は、かもめ広場にご連絡ください

～在宅医療を始めようと考えている医師向けに～ 
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～時々入院 ほぼ在宅を目指して～ 

あらかじめ入院支援協力病院に患者情報を提供することでスムーズな入院が可能となり、急な病状

 

在宅療養後方支援病院

かかりつけ医の求めに応じて、入院を希望する患者さんの診療が２４時間可能な体制を確保し、

在宅患者入院支援協力病院

 

≪ 在宅患者入院支援登録システムのしくみ ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者・家族 

 

① かかりつけ医は、患者・家族と相談して申込書・登録証に記入してもら

い、かかりつけ医記入欄に記入後、コピーを保管。 

患者は申込書・登録証をリンクパスポートに保管。 

 

 

② かかりつけ医は、申込書・登録証を医師会に Fax送信し届出完了。 

 

 

③ 医師会は、かもめネットを通して各病院へ登録患者情報を提供する。 

３カ月ごとにかかりつけ医と登録患者の情報を確認し、病院と診療所と

の 

情報共有を図る。 

 

 

協力病院   後方支援病院    協力病院  

かかりつけ医 

 



 

 

 

 

 

 

 

～デジタル技術を活用していつでもどこでも連携を～ 

かかりつけ医が患者さん同意のもとにリーダーとなり、医療・看護・介護等関係職種がタイムリー

に患者情報を共有することで、病診連携・診診連携・多職種等にスムーズな連携が可能になるネット

現在の登録者は、診療所・歯科診療所・薬局・病院・訪問看護ステーション・居宅介護支援事業所・

 

 

～あなたの意思を伝える～ 

 
「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスにおけ

る適切な意思決定支援」において活用するものです。人生の最終

段階で受ける医療やケアなどについて、患者さん本人と家族な

どの身近な人、医療従事者などが事前に繰り返し話し合う取り

組み（アドバンス・ケア・プランニング＝

 

 

～診療所をハブとした地域ぐるみの連携の推進～ 

 

 



～もしもの時のために平時から考えておきましょう～ 

 

甚大な被害を負ってしまったとき、どのようにして診療所や介護施設等の機能を維持･継続しスタッフ

 

 

事業継続計画（BCP）とは 

災害など、リスク発生時に業務を中断しないために、また、万が一、中断した場合でも、できるだけ早期に

重要機能を再開させるために、平時から戦略的に業務継続について準備をしておくこと 

 

ＢＣＰの効果  

・リスクアセスメントに基づきＢＣＰを備えておくことにより、被害を軽減することができ、合わせて組織のレジリ

エンス（回復力・復元力）を高める 

・ＢＣＰ策定により防ぎ得た災害関連死（ＰＤＤ）の約半数を阻止できる可能性がある 

 

災害対応マニュアルとＢＣＰの違い 

 災害対応マニュアル（初期対応マニュアル） 

➢ 被災後、直ちに何をすればいいかを定めた、緊急・初期対応の行動マニュアル 

➢ リスクごと、つまり、地震や水害など事象ごとに、対応マニュアル化 

➢ 発災直後、該当する災害対応マニュアルに沿って対応する 

 

ＢＣＰ（業務継続計画） 

➢ 被害を最小限に留め、業務の継続や早期復旧を図るための計画のこと 

➢ 業務が中断した際に、代替手段を使って、如何に業務継続するかという点で検討される 

➢ 災害マニュアルに沿って緊急対応しながら、ＢＣＰを発動するかどうかを検討 

➢ ＢＣＰは、原因が何か（地震か水害かなど）は問わない 

 

⇒つまり、ＢＣＰは、オールハザード（全災害対応型）・アプローチである 

                         ↓  

 
    出展：令和６年 10月 10日，医師のための在宅医療セミナー講師資料より抜粋 

 

原因が何であれ、「それぞれの医療・介護機関からの医療・ケア提供」の継続が難しい事態に

なった時どう対処するか？  

そのために平時から何ができるかを考え、備えておくことです。  

 


